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(57)【要約】
【課題】医療現場における業務の効率を向上させること
が可能な内視鏡検査レポート作成システムを提供する。
【解決手段】内視鏡検査のレポートを作成するための内
視鏡検査レポート作成システムであって、レポートのテ
ンプレートを記録する記録部２２ｃと、未実施の検査に
対するレポートの作成指示に応じて、記録部２２ｃから
テンプレートを読み出して表示部２２ｂに表示させ、該
表示されたテンプレートを編集して作成されたレポート
をデータベースＤＢに保存する制御部２２ｅとを備える
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡検査のレポートの作成を支援する内視鏡検査レポート作成支援システムであって
、
　前記レポートのテンプレートを記録する記録手段と、
　未実施の検査に対する前記レポートの作成指示に応じて、前記記録手段から前記テンプ
レートを読み出して表示装置に表示させる制御を行う第一の制御手段と、
　前記第一の制御手段によって前記表示装置に表示されたテンプレートを編集して作成さ
れた前記レポート（以下、未実施レポートという）を記録媒体に保存する第一の保存手段
とを備える内視鏡検査レポート作成支援システム。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡検査レポート作成支援システムであって、
　実施済みの検査であって、前記第一の保存手段により前記未実施レポートが保存されて
いる検査に対する前記レポートの作成指示に応じて、当該未実施レポートを読み出して前
記表示装置に表示させる制御を行う第二の制御手段と、
　前記第二の制御手段によって前記表示装置に表示された前記未実施レポートを編集して
作成されたレポートを記録媒体に保存する第二の保存手段とを備える内視鏡検査レポート
作成支援システム。
【請求項３】
　請求項２記載の内視鏡検査レポート作成支援システムであって、
　前記第二の制御手段が、前記未実施レポートを前記表示装置に表示させる際に、前記未
実施レポートが未実施の検査に対して作成されたものであることを示す情報を併せて表示
する内視鏡検査レポート作成支援システム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項記載の内視鏡検査レポート作成支援システムであって、
　前記第一の保存手段が、前記未実施レポートに前記未実施の検査に対するレポートであ
ることを示す情報を付加して記録媒体に保存する内視鏡検査レポート作成支援システム。
【請求項５】
　請求項２又は３記載の内視鏡検査レポート作成支援システムであって、
　前記第一の保存手段が、前記未実施レポートに前記未実施の検査に対するレポートであ
ることを示す情報を付加して記録媒体に保存し、
　前記第二の保存手段が、前記未実施レポートを編集して作成されたレポートを保存する
際、前記未実施の検査に対するレポートであることを示す情報を削除してから保存する内
視鏡検査レポート作成支援システム。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項記載の内視鏡検査レポート作成支援システムであって、
　前記未実施レポートが、前記未実施レポートの作成者以外のユーザからは閲覧不能とな
る内視鏡検査レポート作成支援システム。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項記載の内視鏡検査レポート作成支援システムであって、
　前記テンプレートには、検査に用いる薬剤を入力する項目が含まれており、
　前記未実施の検査に対応して禁忌情報が登録されている場合に、前記第一の制御手段の
制御によって前記表示装置に表示された前記テンプレートに対して、前記禁忌情報に基づ
く使用禁止薬剤の入力を禁止する制御を行う第三の制御手段を備える内視鏡検査レポート
作成支援システム。
【請求項８】
　内視鏡検査のレポートの作成支援をコンピュータにより行う内視鏡検査レポート作成支
援方法であって、
　未実施の検査に対する前記レポートの作成指示に応じて、前記レポートのテンプレート
を記録する記録手段から前記テンプレートを読み出して表示装置に表示させる制御を行う
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第一の制御ステップと、
　前記第一の制御ステップで前記表示装置に表示させたテンプレートを編集して作成され
た前記レポート（以下、未実施レポートという）を記録媒体に保存する第一の保存ステッ
プとを備える内視鏡検査レポート作成支援方法。
【請求項９】
　請求項８記載の内視鏡検査レポート作成支援方法であって、
　前記未実施レポートが保存されている実施済みの検査に対する前記レポートの作成指示
に応じて、当該未実施レポートを読み出して前記表示装置に表示させる制御を行う第二の
制御ステップと、
　前記第二の制御ステップで前記表示装置に表示させた前記未実施レポートを編集して作
成されたレポートを記録媒体に保存する第二の保存ステップとを備える内視鏡検査レポー
ト作成支援方法。
【請求項１０】
　請求項９記載の内視鏡検査レポート作成支援方法であって、
　前記第二の制御ステップでは、前記未実施レポートを前記表示装置に表示させる際に、
前記未実施レポートが未実施の検査に対して作成されたものであることを示す情報を併せ
て表示する内視鏡検査レポート作成支援方法。
【請求項１１】
　請求項８～１０のいずれか１項記載の内視鏡検査レポート作成支援方法であって、
　前記第一の保存ステップでは、前記未実施レポートに前記未実施の検査に対するレポー
トであることを示す情報を付加して記録媒体に保存する内視鏡検査レポート作成支援方法
。
【請求項１２】
　請求項９又は１０記載の内視鏡検査レポート作成支援方法であって、
　前記第一の保存ステップでは、前記未実施レポートに前記未実施の検査に対するレポー
トであることを示す情報を付加して記録媒体に保存し、
　前記第二の保存ステップでは、前記未実施レポートを編集して作成されたレポートを保
存する際、前記未実施の検査に対するレポートであることを示す情報を削除してから保存
する内視鏡検査レポート作成支援方法。
【請求項１３】
　請求項８～１２のいずれか１項記載の内視鏡検査レポート作成支援方法であって、
　前記未実施レポートを、前記未実施レポートの作成者以外のユーザからは閲覧不能にす
る内視鏡検査レポート作成支援方法。
【請求項１４】
　請求項８～１３のいずれか１項記載の内視鏡検査レポート作成支援方法であって、
　前記テンプレートには、検査に用いる薬剤を入力する項目が含まれており、
　前記未実施の検査に対応して禁忌情報が登録されている場合に、前記第一の制御手段の
制御によって前記表示装置に表示された前記テンプレートに対して、前記禁忌情報に基づ
く使用禁止薬剤の入力を禁止する制御を行う第三の制御ステップを備える内視鏡検査レポ
ート作成支援方法。
【請求項１５】
　コンピュータに、請求項８～１４のいずれか１項記載の内視鏡検査レポート作成支援方
法を実行させるための内視鏡検査レポート作成支援プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡検査レポートの作成を支援する内視鏡検査レポート作成支援システム
、内視鏡検査レポート作成支援方法、内視鏡検査レポート作成支援プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来の医療システムでは、下記特許文献１～３にもあるように、実施済みの検査に対し
てしかレポート作成を行うことができない。特に、内視鏡検査のレポートでは、内視鏡画
像があって初めてレポートを作成できるはずであり、未実施の検査に対してレポートを作
成すること自体、考えられていなかった。
【０００３】
　レポートの内容には、検査を実施していなくとも、検査の前段階で記入しておける事項
が存在する。医師は、ある程度の計画を立ててから検査に臨むことが多いが、この計画の
内容はレポートに事前に書いておくことができるはずである。それなのにも関わらず、検
査を行った後でないと全ての情報を記入することができないというのでは、医療現場にお
ける業務の効率化を妨げることになりかねない。
【０００４】
　例えば、気管支の検査は、研修医や若い医師がメモをとったり、検査をしながらレポー
トを書いていったりするために、１０人位のスタッフで検査することもある。このような
場合でも、事前に書いておける事項をレポートに記入できれば、検査中のスタッフの負荷
を軽減することができ、業務の効率化を向上させることが可能となる。
【０００５】
　近年では医療に携わる人材不足が問題となっており、業務の効率化を向上させることが
急務となっている。このような事情から、医療システムにおけるレポート作成の更なる効
率化が求められるようになってきている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－２６３４９５号公報
【特許文献２】特開２００９－０６１１２３号公報
【特許文献３】特開２００３－０３３３２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、医療現場における業務の効率を向上
させることが可能な内視鏡検査レポート作成支援システム、内視鏡検査レポート作成支援
方法、内視鏡検査レポート作成支援プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の内視鏡レポート作成支援システムは、内視鏡検査のレポートを作成するための
内視鏡検査レポート作成システムであって、前記レポートのテンプレートを記録する記録
手段と、未実施の検査に対する前記レポートの作成指示に応じて、前記記録手段から前記
テンプレートを読み出して表示装置に表示させる制御を行う第一の制御手段と、前記第一
の制御手段によって前記表示装置に表示されたテンプレートを編集して作成された前記レ
ポート（以下、未実施レポートという）を記録媒体に保存する第一の保存手段とを備える
。
【０００９】
　本発明の内視鏡レポート作成支援方法は、内視鏡検査のレポートの作成支援をコンピュ
ータにより行う内視鏡検査レポート作成支援方法であって、未実施の検査に対する前記レ
ポートの作成指示に応じて、前記レポートのテンプレートを記録する記録手段から前記テ
ンプレートを読み出して表示装置に表示させる制御を行う第一の制御ステップと、前記第
一の制御ステップで前記表示装置に表示させたテンプレートを編集して作成された前記レ
ポート（以下、未実施レポートという）を記録媒体に保存する第一の保存ステップとを備
える。
【００１０】
　本発明の内視鏡レポート作成支援プログラムは、コンピュータに、前記内視鏡検査レポ
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ート作成支援方法を実行させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、医療現場における業務の効率を向上させることが可能な内視鏡検査レ
ポート作成支援システム、内視鏡検査レポート作成支援方法、内視鏡検査レポート作成支
援プログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】病院内システム全体構成を示す図
【図２】図１に示すシステムにおける内視鏡部門システムの概略構成を示す図
【図３】図２に示すシステムにおけるクライアントＰＣの概略構成を示す図
【図４】図２に示したクライアントＰＣにインストールされるアプリケーションの基本画
面を示す図
【図５】図２に示したクライアントＰＣの未実施の検査に対するレポート作成時の処理フ
ローを示す図
【図６】図２に示したクライアントＰＣの実施済みの検査に対するレポート作成時の処理
フローを示す図
【図７】図２に示す基本画面において未実施の検査の検査依頼情報を選択した状態で“レ
ポート”ボタンを押したときに遷移する画面例を示す図
【図８】図２に示す基本画面において実施済みの検査の検査依頼情報を選択した状態で“
レポート”ボタンを押したときに遷移する画面例を示す図
【図９】未実施レポートであることを警告する例を示した図
【図１０】図２に示したクライアントＰＣの未実施の検査に対するレポート作成時の別の
処理フローを示す図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１４】
　図１は、病院内システム全体構成を示す図である。図１に示すシステムは、病院情報シ
ステム（ＨＩＳ：Ｈｏｓｐｉｔａｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）１０と、
内視鏡部門システム２０と、病理部門システム３０と、医用画像保管システム（ＰＡＣＳ
：Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ａｒｃｈｉｖｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ）４０と、他部門システム５０とを備え、これらは院内ＬＡＮ６０に接続されて相
互に連携可能となっている。
【００１５】
　ＨＩＳ１０は、医療事務会計システム、診療予約システム、診療情報システム等を含む
包括的なシステムであり、電子カルテデータベース等を有する。電子カルテデータベース
には、患者の診療情報を記録した電子カルテが保管される。
【００１６】
　他の診療科から内視鏡部門に対して検査依頼が行われる場合の検査の依頼（オーダ）に
関する情報（以下、検査依頼情報という）が発行されると、その情報がＨＩＳ１０を介し
て内視鏡部門システム２０に送信される。
【００１７】
　検査依頼情報には、例えば、患者情報、オーダーキー情報（「オーダ番号」「発生日時
」等）、依頼元情報（「依頼科名」「依頼医師名」「依頼日」等）、オーダ情報（「依頼
病名」「検査目的」「検査種別」「検査項目」「検査部位」「コメント」等）、検査予約
情報（「検査日」「実施時刻」等）等が含まれる。患者情報は、患者に関する情報であり
、「患者固有の情報である患者ＩＤ」、「患者氏名」、「生年月日」、「年齢」、「性別
」、「入院／外来区分」等が含まれる。
【００１８】
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　内視鏡部門システム２０は、内視鏡部門の管理を行うためのシステムである。
【００１９】
　病理部門システム３０は、病理部門の管理を行うためのシステムである。
【００２０】
　ＰＡＣＳ４０は、内視鏡装置、ＣＴ、ＭＲＩ等の医療画像診断装置からの検査画像を電
子的に保存、検索、解析するシステムである。
【００２１】
　他部門システム５０は、その他の部門の管理を行うためのシステムである。
【００２２】
　図２は、図１に示すシステムにおける内視鏡部門システムの概略構成を示す図である。
内視鏡部門には、受付２０Ａと、前処置室２０Ｂと、複数の内視鏡検査室（以下、検査室
）２０Ｃと、洗浄室２０Ｄと、カンファレンス室２０Ｅとが含まれる。
【００２３】
　受付２０Ａは、検査の受付を行う場所である。前処置室２０Ｂは、内視鏡検査の前に行
う問診及び前処置を行うための部屋である。検査室２０Ｃは、内視鏡検査を行うための部
屋である。洗浄室２０Ｄは、内視鏡検査に用いたスコープ等の洗浄を行うための部屋であ
る。
【００２４】
　図２に示す内視鏡部門システム２０は、内視鏡部門サーバ２１と、複数のクライアント
ＰＣ２２と、画像入力装置２３と、内視鏡検査装置２４と、洗浄管理装置２５と、洗浄機
２６とを備える。内視鏡部門サーバ２１、複数のクライアントＰＣ２２、画像入力装置２
３、及び洗浄管理装置２５は部門内ＬＡＮ２７に接続されている。部門内ＬＡＮ２７は院
内ＬＡＮ６０に接続されている。
【００２５】
　図３は、図２に示す内視鏡部門システムにおけるクライアントＰＣの内部構成を示すブ
ロック図である。図３に示すように、各クライアントＰＣ２２は、入力部２２ａ、表示部
２２ｂ、記録部２２ｃ、送受信部２２ｄ、及び制御部２２ｅで構成される。
【００２６】
　入力部２２ａは、各種入力を行うための入力手段であり、キーボード、タッチパネル等
の入力デバイスや、マウス・トラックボール等のポインティングデバイスから構成されて
いる。
【００２７】
　表示部２２ｂは、画像、レポート等の各種表示を行うための表示装置であり、ＬＣＤや
ＣＲＴなどで構成されている。
【００２８】
　記録部２２ｃは、各種データを記録するためのハードディスク等で構成されている。
【００２９】
　送受信部２２ｄは、送受信インタフェイス回路などから構成され、各種指示、各種要求
、及び各種データを、部門内ＬＡＮ２７を介して送受信する処理を実行する。
【００３０】
　制御部２２ｅは、ＣＰＵ（ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）等の演
算処理装置と、プログラムを格納するＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）等の
プログラム格納部と、記憶部とを含む。この記憶部は、上記プログラムを実行するときの
ワークエリアを構成するシステムメモリや不揮発性ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ
　ｍｅｍｏｒｙ）などで構成される。
【００３１】
　制御部２２ｅは、上記プログラム、部門内ＬＡＮ２７を介し外部から送信される各種の
要求、及び入力部２２ａから入力される指示情報などに従ってクライアントＰＣ２２の各
部の制御を行う。
【００３２】
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　画像入力装置２３及び内視鏡検査装置２４は、複数の検査室２０Ｃの各々に設置されて
いる。
【００３３】
　画像入力装置２３は、それが設置される検査室２０Ｃの内視鏡検査装置２４に接続され
ている。画像入力装置２３は、接続された内視鏡検査装置２４で撮影して得られた画像デ
ータを内視鏡部門サーバ２１に入力するための装置である。画像入力装置２３によって入
力された画像データは、内視鏡部門サーバ２１の制御により、ＰＡＣＳ４０によって保管
される。なお、内視鏡検査装置２４として、画像入力装置２３を一体化したものを用いて
も良い。
【００３４】
　洗浄機２６と洗浄管理装置２５は洗浄室２０Ｄに設置されている。洗浄機２６は、内視
鏡検査に用いたスコープ等の洗浄を行う機器である。
【００３５】
　洗浄管理装置２５は、洗浄機２６に接続されており、洗浄機２６による洗浄履歴等の情
報を内視鏡部門サーバ２１に登録するためのコンピュータである。
【００３６】
　内視鏡部門サーバ２１は、クライアントＰＣ２２、画像入力装置２３、及び洗浄管理装
置２５を統括制御するコンピュータである。内視鏡部門サーバ２１には、データベースＤ
Ｂが内蔵されており、このデータベースＤＢに各種情報（検査依頼情報、検査結果情報等
）が格納される。
【００３７】
　クライアントＰＣ２２には、所定のアプリケーションプログラムがインストールされて
おり、このプログラムにより、データベースＤＢに記録されているデータの参照及び編集
、データベースへのデータの登録等が可能となっている。
【００３８】
　このアプリケーションの基本画面は例えば図４に示したようになる。ユーザが、クライ
アントＰＣ２２でアプリケーションを立ち上げてログインすると、制御部２２ｅは、基本
画面データをデータベースＤＢから取得し、図４に示した基本画面を表示部２２ｂに表示
させる。
【００３９】
　この基本画面は、検査依頼情報（一部を抜粋した情報）の一覧リストを表示する領域Ａ
と、各種操作ボタンを表示する領域Ｂと、リストで選択された検査依頼情報に対して有効
なランチャーを表示する領域Ｃとで構成されている。
【００４０】
　領域Ａのリストには、各検査依頼情報に対して“来院”“受付”“検査”“会計”等の
処理項目が設けられ、各検査依頼情報に対して各処理項目で示される処理が終了した場合
に、各処理項目に“○”印が表示されるようになっている。
【００４１】
　この印を表示するためのデータについては、各処理が終了したときに、内視鏡部門サー
バ２１によってデータベースＤＢに登録される。例えば、内視鏡部門サーバ２１は、検査
依頼情報に基づく検査が終了すると、検査が終了したことを示す情報を該検査依頼情報に
対応付けてデータベースＤＢに登録する。これにより、“検査”の処理項目に“○”印が
表示されるようになる。各処理が終了したかどうかの情報は、手動によって入力しても良
いし、クライアントＰＣ２２や内視鏡検査装置２４から自動的に通知できるようにしても
良い。
【００４２】
　このアプリケーションは操作ボタンとして“レポート”ボタンＣ１を有し、“レポート
”ボタンＣ１は図４に示した基本画面の領域Ｃに表示される。このボタンＣ１は、領域Ａ
のリストから選択した検査依頼情報に基づく検査に対し、レポートの作成作業を行うため
のボタンである。
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【００４３】
　クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、この基本画面を表示するためのデータをデー
タベースＤＢから定期的に取得し、表示部２２ｂに表示させる。
【００４４】
　図２に示すシステムでは、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅが、未実施の検査に対
してレポートの作成を行う指示が行われた場合に、自身の記録部２２ｃ又はデータベース
ＤＢからテンプレートを読み出して表示部２２ｂに表示させ、該レポートの作成作業を有
効にする制御を行うことを特徴としている。
【００４５】
　次に、レポート作成時のクライアントＰＣ２２の動作を説明する。図５は、図２に示し
たシステムにおけるクライアントＰＣの未実施の検査に対するレポート作成時の動作を説
明するためのフローチャートである。図６は、図２に示したシステムにおけるクライアン
トＰＣの実施済みの検査に対するレポート作成時の動作を説明するためのフローチャート
である。
【００４６】
　クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、選択された検査依頼情報に基づく検査が実施
済みか未実施かを判定し、未実施であれば、図５に示すフローで動作し、実施済みであれ
ば、図６に示すフローで動作する。検査依頼情報に基づく検査が未実施かどうかの判定は
、検査依頼情報に対応付けられた情報を見ることで行うことができる。検査依頼情報に、
検査が終了したことを示す情報が対応付けて保存されていれば、該検査が実施済みである
と判定し、保存されていなければ、該検査が未実施であると判定することができる。
【００４７】
　まず、未実施の検査に対するレポート作成時の動作を説明する。図４に示した基本画面
に表示されている検査依頼情報のうちの未実施の検査の検査依頼情報が選択され（ステッ
プＳ５１）、この状態で“レポート”ボタンＣ１が押下されると（ステップＳ５２）、ク
ライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、データベースＤＢを参照し、選択された検査依頼
情報に対して未実施レポートが保存されているかどうかを判定する（ステップＳ５３）。
未実施レポートとは、未実施の検査に対して作成されたレポートのことである。
【００４８】
　未実施レポートがなかった場合（ステップＳ５３：ＮＯ）、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、自身の記録部２２ｃ（又はデータベースＤＢ）に記録されているレポート
のテンプレート（白紙のレポートデータ）を読み出し、これに基づくレポート作成画面を
表示部２２ｂに表示させる（ステップＳ５４）。クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは
、選択された検査依頼情報に対応する通常レポート（未実施レポート以外の過去のレポー
ト）がデータベースＤＢに保存されている場合は、そのレポートもタブ等により切替え表
示できるようにする。
【００４９】
　未実施レポートがあった場合（ステップＳ５３：ＹＥＳ）、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、データベースＤＢからこの未実施レポートを読み出し、これに基づくレポ
ート作成画面を表示部２２ｂに表示させる（ステップＳ５５）。なお、クライアントＰＣ
２２の制御部２２ｅは、選択された検査依頼情報に対応する通常レポートがデータベース
ＤＢに保存されている場合は、そのレポートも切替え表示できるようにする。
【００５０】
　図７は、図５に示したステップＳ５４で表示させるレポート作成画面の例を示した図で
ある。図７では、通常レポートが保存されていないときの画面表示例を示している。図７
に示すように、レポート作成画面には、画像表示領域Ｇとレポート表示領域Ｒとが含まれ
る。
【００５１】
　画像表示領域Ｇは、レポートに添付する内視鏡画像等が表示される領域である。画面中
の符号Ｇ１で示す領域に内視鏡画像が例えば一覧表示される。ここに表示される内視鏡画
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像は、アプリケーションの別の機能により、クライアントＰＣ２２からデータベースＤＢ
に登録しておくことができる。図６は白紙のレポートを表示する画面例であるため、領域
Ｇ１に内視鏡画像は表示されない。
【００５２】
　レポート表示領域Ｒは、レポートに必要な情報を入力するための項目等が表示される領
域である。レポート表示領域Ｒには、検査情報入力領域Ｒ１、所見入力領域Ｒ２、診断入
力領域Ｒ３、履歴引用ボタンＲ４、及び確定ボタンＲ５等が含まれる。
【００５３】
　検査情報入力領域Ｒ１は、実施した検査に関する情報（使用した内視鏡装置、スコープ
、挿入方式、到達部位等）を入力するための領域である。検査情報入力領域Ｒ１の各入力
項目は、プルダウンメニューとなっており、右端の矢印を選択することで、入力候補が表
示され、この入力候補の中から１つを選択することで、各入力項目に所望の情報を入力可
能となっている。
【００５４】
　所見入力領域Ｒ２は、検査の結果得た所見を入力するための領域である。所見入力領域
Ｒ２には、キーボード入力により自由に文字を入力可能となっている。
【００５５】
　診断入力領域Ｒ３は、検査の結果得た診断結果を入力するための領域である。診断入力
領域Ｒ３には、キーボード入力により自由に文字を入力可能となっている。
【００５６】
　履歴引用ボタンＲ４は、レポート作成すべき検査依頼情報の患者ＩＤに対応して過去に
レポートが作成されていた場合に、その過去のレポートの検査情報入力領域Ｒ１に入力さ
れたデータをそのまま引用することができるボタンである。このボタンを押すことで、デ
ータベースＤＢに登録されている過去のレポートのうち最近のレポートの検査入力情報が
読み出されて、検査情報入力領域Ｒ１に自動入力される。
【００５７】
　確定ボタンＲ５は、レポート表示領域Ｒに情報を入力して作成したレポートの保存を指
示するためのボタンである。
【００５８】
　なお、過去レポートがある場合には、図７に示す画面例において、白紙レポートの領域
Ｇ１を含むタブ（又は領域Ｒ１～Ｒ４を含むタブ）と、通常レポートの領域Ｇ１を含むタ
ブ（又は領域Ｒ１～Ｒ４を含むタブ）とが重ねて表示され、これらのタブがマウス操作等
によって切り替え可能となる。
【００５９】
　図８は、未実施レポートの表示例を示した図である。
【００６０】
　未実施レポートは、図７に示す白紙のレポート作成画面において、検査情報入力領域Ｒ
１に、検査前に入力することのできる事項を入力して保存しておいたものである。このた
め、図８に示すように、検査情報入力領域Ｒ１にいくつかの情報が入力されたものとなっ
ている。
【００６１】
　なお、図８に示した画面例においても、過去レポートがある場合には、未実施レポート
の領域Ｇ１を含むタブ（又は領域Ｒ１～Ｒ４を含むタブ）と、通常レポートの領域Ｇ１を
含むタブ（又は領域Ｒ１～Ｒ４を含むタブ）とが重ねて表示され、これらのタブがマウス
操作等によって切り替え可能となる。
【００６２】
　図７に示す白紙のレポート作成画面が表示された後、医師は画面上で入力できる事項を
入力して、確定ボタンＲ５をクリックする。例えば、ここでは、未実施の検査に対するレ
ポートであるため、医師は、検査前に入力しておくことのできる情報を入力して確定ボタ
ンＲ５をクリックする。
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【００６３】
　確定ボタンＲ５がクリックされると（ステップＳ５６：ＹＥＳ）、クライアントＰＣ２
２の制御部２２ｅは、確定されたレポートの作成元が未実施レポートであるか白紙のレポ
ートであるかを判定する（ステップＳ５７）。この判定は、確定されたレポートの作成元
のデータ、つまりステップＳ５４又はステップＳ５５で表示させたデータに、未実施レポ
ートであることを示すフラグが付加されているか否かにより行う。
【００６４】
　確定されたレポートにフラグが付加されておらず、確定されたレポートの作成元が白紙
のレポートであると判定した場合（ステップＳ５７：ＮＯ）、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、確定されたレポートのデータに、未実施の検査に対するレポートであるこ
とを示す情報（例えばフラグ）を付加する。そして、内視鏡部門サーバ２１に該レポート
を送信し、該レポートをステップＳ５１で選択された検査依頼情報と対応付けてデータベ
ースＤＢに保存する（ステップＳ５８）。そして、処理を終了する。
【００６５】
　確定されたレポートにフラグが付加されており、確定されたレポートの作成元が未実施
レポートであると判定した場合（ステップＳ５７：ＹＥＳ）、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、当該レポートに付加されているフラグをそのままにして、該レポートを内
視鏡部門サーバ２１に送信してデータベースＤＢ上に上書き保存する（ステップＳ５９）
。そして、処理を終了する。
【００６６】
　次に、実施済みの検査に対するレポート作成時の動作を説明する。図４に示した基本画
面に表示されている検査依頼情報のうちの実施済みの検査の検査依頼情報が選択され（ス
テップＳ６１）、この状態で“レポート”ボタンＣ１が押下されると（ステップＳ６２）
、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、データベースＤＢを参照し、選択された検査
依頼情報に対して未実施レポートが保存されているかどうかを判定する（ステップＳ６３
）。
【００６７】
　未実施レポートがなかった場合（ステップＳ６３：ＮＯ）、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、自身の記録部２２ｃ（又はデータベースＤＢ）に記録されているレポート
のテンプレート（白紙のレポートデータ）を読み出し、これに基づくレポート作成画面を
表示部２２ｂに表示させる（ステップＳ６４）。クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは
、選択された検査依頼情報に対応する通常レポート（未実施レポート以外の過去のレポー
ト）がデータベースＤＢに保存されている場合は、そのレポートもタブ等により切替え表
示できるようにする。
【００６８】
　未実施レポートがあった場合（ステップＳ６３：ＹＥＳ）、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、データベースＤＢからこの未実施レポートを読み出し、これに基づくレポ
ート作成画面を表示部２２ｂに表示させる（ステップＳ６５）。なお、クライアントＰＣ
２２の制御部２２ｅは、選択された検査依頼情報に対応する通常レポートがデータベース
ＤＢに保存されている場合は、そのレポートも切替え表示できるようにする。
【００６９】
　図７に示す白紙のレポート作成画面が表示された後、医師は画面上で入力できる事項を
入力して、確定ボタンＲ５をクリックする。ここでは、実施済みの検査に対するレポート
作成であるため、医師は、レポートとして必要な情報を全て入力して確定ボタンＲ５をク
リックする。
【００７０】
　確定ボタンＲ５がクリックされると（ステップＳ６６：ＹＥＳ）、クライアントＰＣ２
２の制御部２２ｅは、確定されたレポートの作成元が未実施レポートであるか白紙のレポ
ートであるかを判定する（ステップＳ６７）。
【００７１】
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　確定されたレポートにフラグが付加されておらず、確定されたレポートの作成元が白紙
のレポートであると判定した場合（ステップＳ６７：ＮＯ）、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、確定されたレポートのデータにフラグを付加することなく、該レポートを
内視鏡部門サーバ２１に送信し、該レポートをステップＳ６１で選択された検査依頼情報
に対応付けてデータベースＤＢに保存する（ステップＳ６８）。そして、処理を終了する
。
【００７２】
　確定されたレポートにフラグが付加されており、確定されたレポートの作成元が未実施
レポートであると判定した場合（ステップＳ６７：ＹＥＳ）、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、当該レポートに付加されているフラグを削除して、該レポートを内視鏡部
門サーバ２１に送信し、データベースＤＢに上書き保存する（ステップＳ６９）。そして
、処理を終了する。
【００７３】
　以上のシステム構成により、未実施の検査に対してもレポートを作成することができ、
検査後のレポート作成作業が楽になる。また、事前に頭の中で計画していた検査の流れを
未実施レポートとして残しておくことが可能なため、検査を計画通りに進めやすくなる。
この結果、検査を効率的に行うことができる。
【００７４】
　また、以上のシステム構成により、検査の実施前にデータベースＤＢに保存しておいた
未実施レポートを、検査の実施後に読み出して編集して、正式なレポートを作成して保存
することができる。このため、検査後のレポート作成作業の負担を軽減することができる
。
【００７５】
　また、未実施レポートにはフラグが付加されて保存され、正式なレポートにはフラグが
付加されずに保存されるため、未実施レポートと正式なレポートとを区別することができ
る。双方のレポートの区別ができることで、未実施レポートは、その作成者しか閲覧でき
ないようにしたり、未実施レポートについては、レポート作成画面において警告を行うよ
うにしたりすることが可能となる。
【００７６】
　次に、図１に示すシステムにおける内視鏡部門システムの変形例を説明する。
【００７７】
＜第一の変形例＞
　この変形例では、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅが、図５に示すステップＳ５５
又は図６に示すステップＳ６５で未実施レポートを表示させる際、表示させるレポートが
未実施レポートであることをユーザに通知する構成としている。つまり、クライアントＰ
Ｃ２２の制御部２２ｅは、未実施の検査に対するレポートを表示部２２ｂに表示させる際
に、該レポートが未実施の検査に対して作成されたものであることを示す情報を併せて表
示させる機能を有する。
【００７８】
　例えば、図９に示したように、画面上の空き領域（例えば履歴引用ボタンＲ４の右隣の
領域）に、「！本レポートは未実施レポートです！」といった警告表示を行えば良い。こ
の警告表示は、例えば、データベースＤＢに登録された警告表示のための情報をクライア
ントＰＣ２２の制御部２２ｅが読み出し、別途読み出した未実施レポートと合成して表示
させることで実現することができる。また、警告表示が予め含まれているテンプレートを
記録部２２ｃ又はデータベースＤＢに記録しておき、クライアントＰＣ２２の制御部２２
ｅが、図５のステップＳ５４で白紙のレポート画面を表示させる際に、このテンプレート
を表示させるようにしても良い。
【００７９】
　この構成により、未実施レポートを閲覧するときに、それが未実施の検査に対するもの
であることを容易に知ることができる。このため、レポート作成者以外のユーザがこの画
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面を見たときでも、正式なレポートではないことを知ることができ、不要な混乱を防ぐこ
とができる。
【００８０】
＜第二の変形例＞
　この変形例では、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅが、データベースＤＢに保存さ
れている未実施レポートを、該レポートの作成者以外のユーザからは閲覧不能とする制御
を行うものとしている。
【００８１】
　この変形例のクライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、図５のステップＳ５８，Ｓ５９
で未実施レポートをデータベースＤＢに保存する際、そのレポートの作成者ＩＤを該レポ
ートと対応付けて保存するＩＤ対応付け制御を行う。
【００８２】
　システムの利用者ＩＤはデータベースＤＢに予め登録されており、クライアントＰＣ２
２の制御部２２ｅは、クライアントＰＣ２２でログインした利用者ＩＤを識別することで
ＩＤ対応付け制御を行うことができる。以下、第二の変形例のシステムのクライアントＰ
Ｃ２２の動作を説明する。
【００８３】
　図１０は、第二の変形例のシステムにおけるクライアントＰＣの動作を説明するための
フローチャートである。図１０において図５と同じ処理には同一符号を付して説明を省略
する。
【００８４】
　ステップＳ５３で未実施レポートがあると判定された場合、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、システムにログイン中の利用者ＩＤと、該未実施レポートに対応付けられ
ている作成者ＩＤとを比較する（ステップＳ１０１）。
【００８５】
　比較の結果、双方が一致した場合（ステップＳ１０１：ＹＥＳ）、クライアントＰＣ２
２の制御部２２ｅは、ステップＳ５５の処理を実施する。比較の結果、双方が一致しなか
った場合（ステップＳ１０１：ＮＯ）、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、ステッ
プＳ５４の処理を実施する。
【００８６】
　その後、ステップＳ５７の判定でＮＯになると、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅ
は、確定されたレポートのデータに、未実施の検査に対するレポートであることを示す情
報（例えばフラグ）を付加する。そして、内視鏡部門サーバ２１に該レポートを送信し、
該レポートの作成者ＩＤと対応付けて該レポートをデータベースＤＢに保存し（ステップ
Ｓ１０２）、処理を終了する。
【００８７】
　ステップＳ５７の判定でＹＥＳになると、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、確
定されたレポートのデータを内視鏡部門サーバ２１に送信し、該レポートをデータベース
ＤＢにそのまま上書き保存し（ステップＳ５９）、処理を終了する。
【００８８】
　以上のような構成により、未実施レポートの作成者以外からは該未実施レポートを閲覧
することができなくなる。このため、不要な混乱を防ぐことができる。
【００８９】
　なお、図６のステップＳ６５において未実施レポートを表示させる際にも、ログインＩ
Ｄと、該未実施レポートの作成者ＩＤとを比較して、一致する場合にのみステップＳ６５
の処理を実施できるようにすれば良い。
【００９０】
＜第三の変形例＞
　この変形例のシステムでは、上述したテンプレートに内視鏡検査に用いる薬剤を入力す
る項目が含まれており、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅが、未実施の検査に対応し
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て禁忌情報がデータベースＤＢに登録されている場合に、この禁忌情報に基づく使用禁止
薬剤のレポートへの入力を禁止する構成となっている。
【００９１】
　クライアントＰＣ２２からは、データベースＤＢに記録された検査依頼情報毎に、その
検査依頼情報に基づく患者の禁忌薬剤の情報を登録できるようになっている。また、白紙
のレポート又は未実施レポートに対する薬剤の入力は、薬剤一覧の中からいずれかを選択
することにより行うものとする。なお、禁忌薬剤の情報は、データベースＤＢに記録され
る検査依頼情報に最初から含まれていても良い。
【００９２】
　クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、図５のステップＳ５４，Ｓ５５、図６のステ
ップＳ６４，６５で白紙のレポート又は未実施レポートを表示させる前に、当該レポート
の対象患者に対応する禁忌薬剤があるかどうかを、データベースＤＢを参照して判定する
。この判定は、ステップＳ５１又はステップＳ６１で選択された検査依頼情報に対応して
禁忌薬剤の情報がデータベースＤＢに記録されているか否かを確認することで行う。
【００９３】
　判定の結果、禁忌薬剤の情報が存在していた場合、クライアントＰＣ２２の制御部２２
ｅは、白紙のレポート又は未実施レポートの薬剤入力項目において、該禁忌薬剤が入力で
きないようにする。例えば、その禁忌薬剤を薬剤一覧に表示させないようにする。一方、
禁忌薬剤の情報が存在していなかった場合は、薬剤入力項目において所定の薬剤一覧を表
示させる。
【００９４】
　このような構成により、使用するのが好ましくない薬剤については未実施レポートに入
力ができなくなる。このため、禁忌情報の再確認を医師に促すことができ、誤った検査が
行われるのを防ぐことができる。
【００９５】
　以上説明したように、本明細書には次の事項が開示されている。
【００９６】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援システムは、内視鏡検査のレポートを作成する
ための内視鏡検査レポート作成システムであって、前記レポートのテンプレートを記録す
る記録手段と、未実施の検査に対する前記レポートの作成指示に応じて、前記記録手段か
ら前記テンプレートを読み出して表示装置に表示させる制御を行う第一の制御手段と、前
記第一の制御手段によって前記表示装置に表示されたテンプレートを編集して作成された
前記レポート（以下、未実施レポートという）を記録媒体に保存する第一の保存手段とを
備える。
【００９７】
　この構成により、未実施の検査に対してもレポートを作成することができ、検査後のレ
ポート作成作業が楽になる。また、事前に頭の中で計画していた検査の流れをレポートに
残しておくことが可能なため、検査を計画通りに進めやすくなる。この結果、検査を効率
的に行うことができる。
【００９８】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援システムは、実施済みの検査であって、前記第
一の保存手段により前記未実施レポートが保存されている検査に対する前記レポートの作
成指示に応じて、当該未実施レポートを読み出して前記表示装置に表示させる制御を行う
第二の制御手段と、前記第二の制御手段によって前記表示装置に表示された前記未実施レ
ポートを編集して作成されたレポートを記録媒体に保存する第二の保存手段とを備える。
【００９９】
　この構成により、検査の実施前に保存しておいた未実施レポートを、検査の実施後に読
み出して編集して、正式なレポートを作成して保存することができる。このため、検査後
のレポート作成作業の負担を軽減することができる。
【０１００】
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　開示された内視鏡検査レポート作成支援システムは、前記第二の制御手段が、前記未実
施レポートを前記表示装置に表示させる際に、前記未実施レポートが未実施の検査に対し
て作成されたものであることを示す情報を併せて表示する。
【０１０１】
　この構成により、未実施レポートを閲覧するときに、それが未実施の検査に対するもの
であることを容易に知ることができる。このため、不要な混乱を防ぐことができる。
【０１０２】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援システムは、前記第一の保存手段が、前記未実
施レポートに前記未実施の検査に対するレポートであることを示す情報を付加して記録媒
体に保存する。
【０１０３】
　この構成により、未実施レポートと正式なレポートとを区別することができる。双方の
レポートの区別ができることで、未実施レポートは、その作成者しか閲覧できないように
したり、未実施レポートについては、レポート作成画面において警告を行うようにしたり
することが可能となる。
【０１０４】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援システムは、前記第一の保存手段が、前記未実
施レポートに前記未実施の検査に対するレポートであることを示す情報を付加して記録媒
体に保存し、前記第二の保存手段が、前記未実施レポートを編集して作成されたレポート
を保存する際、前記未実施の検査に対するレポートであることを示す情報を削除してから
保存する。
【０１０５】
　この構成により、未実施レポートと正式なレポートとを区別することができる。双方の
レポートの区別ができることで、未実施レポートは、その作成者しか閲覧できないように
したり、未実施レポートについては、レポート作成画面において警告を行うようにしたり
することが可能となる。
【０１０６】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援システムは、前記未実施レポートが、前記未実
施レポートの作成者以外のユーザからは閲覧不能となる。
【０１０７】
　この構成により、未実施レポートの作成者以外からは該未実施レポートを閲覧すること
ができなくなる。このため、不要な混乱を防ぐことができる。
【０１０８】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援システムは、前記テンプレートには、検査に用
いる薬剤を入力する項目が含まれており、前記未実施の検査に対応して禁忌情報が登録さ
れている場合に、前記第一の制御手段の制御によって前記表示装置に表示された前記テン
プレートに対して、前記禁忌情報に基づく使用禁止薬剤の入力を禁止する制御を行う第三
の制御手段を備える。
【０１０９】
　この構成により、使用するのが好ましくない薬剤については未実施レポートに入力がで
きなくなる。このため、禁忌情報の再確認を医師に促すことができ、誤った検査が行われ
るのを防ぐことができる。
【０１１０】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援方法は、内視鏡検査のレポートの作成支援をコ
ンピュータにより行う内視鏡検査レポート作成支援方法であって、未実施の検査に対する
前記レポートの作成指示に応じて、前記レポートのテンプレートを記録する記録手段から
前記テンプレートを読み出して表示装置に表示させる制御を行う第一の制御ステップと、
前記第一の制御ステップで前記表示装置に表示させたテンプレートを編集して作成された
前記レポート（以下、未実施レポートという）を記録媒体に保存する第一の保存ステップ
とを備える。
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　開示された内視鏡検査レポート作成支援方法は、前記未実施レポートが保存されている
実施済みの検査に対する前記レポートの作成指示に応じて、当該未実施レポートを読み出
して前記表示装置に表示させる制御を行う第二の制御ステップと、前記第二の制御ステッ
プで前記表示装置に表示させた前記未実施レポートを編集して作成されたレポートを記録
媒体に保存する第二の保存ステップとを備える。
【０１１２】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援方法は、前記第二の制御ステップでは、前記未
実施レポートを前記表示装置に表示させる際に、前記未実施レポートが未実施の検査に対
して作成されたものであることを示す情報を併せて表示する。
【０１１３】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援方法は、前記第一の保存ステップでは、前記未
実施レポートに前記未実施の検査に対するレポートであることを示す情報を付加して記録
媒体に保存する。
【０１１４】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援方法は、前記第一の保存ステップでは、前記未
実施レポートに前記未実施の検査に対するレポートであることを示す情報を付加して記録
媒体に保存し、前記第二の保存ステップでは、前記未実施レポートを編集して作成された
レポートを保存する際、前記未実施の検査に対するレポートであることを示す情報を削除
してから保存する。
【０１１５】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援方法は、前記未実施レポートを、前記未実施レ
ポートの作成者以外のユーザからは閲覧不能にする。
【０１１６】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援方法は、前記テンプレートには、検査に用いる
薬剤を入力する項目が含まれており、前記未実施の検査に対応して禁忌情報が登録されて
いる場合に、前記第一の制御手段の制御によって前記表示装置に表示された前記テンプレ
ートに対して、前記禁忌情報に基づく使用禁止薬剤の入力を禁止する制御を行う第三の制
御ステップを備える。
【０１１７】
　開示された内視鏡検査レポート作成支援プログラムは、コンピュータに、前記内視鏡検
査レポート作成支援方法を実行させるためのプログラムである。
【符号の説明】
【０１１８】
２０Ｃ　内視鏡検査室
２２ａ　入力部
２２ｂ　表示部
２２ｅ　制御部
２４　内視鏡検査装置
ＤＢ　データベース
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